




 

「母子相互作用研究班」において我々は中枢神経障害児の母子相互作用について主として

睡眠ポリグラム的手法を用いて病態生理学的な研究をすすめてきた。まず 55 年度には正常

乳児のおかれた環境による睡眠の質的な変化を明らかにするため施設収容児の睡眠ポリグ

ラムを家庭保育児と比較し,睡眠時間,睡眠段階の割合,睡眠中の急速眼球運動および体動

の出現頻度には両者に差異のないことを報告した。即ち一夜のみの睡眠では環境因子を反

映するに到らないことが明らかにされた。56 年度は小児の精神的ストレスなどで誘発され

るチックの睡眠について検討した。慢性の経過をとり運動性チックおよび発語性チックを

示す特異な疾患群である Gilles de la Tourette 症候群の睡眠ポリグラムおよび内分泌検

査から,REM睡眠や徐波睡眠の減少および中途覚醒の増加などがみられ,睡眠時のGH分泌不

全やインスリンに対する遅延反応が示された。この結果,精神的ストレスが誘因となって睡

眠障害や内分泌系の潜在的な機能異常が発現することが明らかにされた。 


